
PA-W11G はじめにお読みください

 同梱品について

次の内容物がすべてそろっていることを確認してください。万が一、同梱品に不足
しているものや損傷しているものがございましたら、お買い求めいただいた販売店
までご連絡ください。

□ 無線プリントアダプタ（PA-W11G）

□ USBケーブル（1本）

□ はじめにお読みください（本書）
□ ワンタッチ自動設定（AOSS）での設定方法について
□ 簡単セットアップガイド for Windows
□ 簡単セットアップガイド for Macintosh
□ EPSON PA-W11GソフトウェアCD-ROM（インクジェット）
□ EPSON PA-W11GソフトウェアCD-ROM（レーザー）
PA-W11G取扱説明書（PDFマニュアル）とAdobe Readerは、上記のCD-ROMそれぞれに
収録されています。

• 上記以外にも各種ご案内などが付属されていることがあります。
• 同梱品の『EPSON PA-W11GソフトウェアCD-ROM』に収録されているPDFマニュア
ル（文書形式：PDF1.3）は、Acrobat Reader 3.0には対応していません。PDFマニュ
アルをご覧いただくにはAcrobat Reader 4.0以上またはAdobe Readerが必要です。
同梱品の『EPSON PA-W11Gソフトウェア CD-ROM』には、Windows版のAdobe
Readerが添付されています。それ以外のAcrobat ReaderまたはAdobe Readerが
必要な場合は、アドビシステムズ株式会社のホームページの情報をご覧ください。

□電源コード

□ACアダプタ

□FAX問い合わせ票 □保証書
□注意書きステッカー
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 裏面もお読みください

電波に関するご注意

機器認定について
本製品は電波法に基づく小電力データ通信システムの無線設備として、認証を受け

ています。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必要ありません。

また本製品は、電気通信事業法に基づく技術基準適合認定を受けています。

ただし、以下の事項を行うと法律に罰せられることがあります。

•本製品を分解/改造すること

•本製品の裏面にある証明番号を消すこと

周波数について
本製品は、2.4GHz帯の2.400GHzから2.497GHzまで使用できますが、他の無線

機器も同じ周波数を使っていることがあります。他の無線機器との電波干渉を防止

するため、下記事項に注意してご使用ください。

本製品の使用上の注意
本製品の使用周波数は、2.4GHz帯です。この周波数帯では、電子レンジなどの産

業、科学、医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ラインなどで使用され

る免許を要する移動体識別用構内無線局、アマチュア無線局、免許を要しない特定

の小電力無線局(以下、「他の無線局」と略す)が運用されています。

1.本製品を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないことを確認し

てください。

2.万一、本製品と「他の無線局」との間に有害な電波干渉が発生した場合には、速

やかに本製品の使用場所または使用周波数を変更するか、本製品の運用を停止

(無線の発射を停止)してください。

3.不明な点、その他お困りのことが起きたときは、エプソンインフォメーションセ

ンターまでお問い合わせください。

お願い
上記の内容が記載されているステッカーが、本製品に同梱されていますので、本製品の目に
付く場所にお貼りいただきますようお願いいたします。

本製品はWi-Fi Allianceの承認を受けた無線機器です。他
メーカーのWi-Fi承認済みの無線機器とも通信が可能で
す。Wi-Fi対応製品の詳細はWi-Fi Allianceのホームペー
ジ（http://www.wi-fi.org）をご参照ください。

この無線機器は、2.4GHz 帯を使用します。変調方式と
してDS-SS, OFDM 変調方式を採用し、与干渉距離は、
40mです。全帯域を使用し周波数変更が可能です。

電波障害自主規制について　- 注意-
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくク
ラスB 情報技術装置です。
この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオや
テレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがありま
す。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。
本装置の接続において指定ケーブルを使用しない場合、VCCIルールの限界値を超
えることが考えられますので、必ず指定されたケーブルを使用してください。

電源高調波について
この装置は、高調波抑制対策ガイドラインに適合しております。



本製品の使用時におけるセキュリティに関するご注意

お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。本製品を使用する前に、必ず
お読みください。
本製品などの無線LAN製品では、LANケーブルを使用する代わりに、電波を利用してコン
ピュータなどと無線アクセスポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であ
れば自由にLAN接続が可能であるという利点があります。
その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所に届くため、
セキュリティに関する設定を行っていない場合、以下のような問題が発生する可能性があり
ます。
■ 通信内容を盗み見られる
悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、
• IDやパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報
• メールの内容
などの通信内容を盗み見られる可能性があります。

■ 不正に侵入される
悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、
• 個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩）
• 特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし）
• 傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん）
• コンピュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊）
などの行為をされてしまう可能性があります。

本来、無線LANカードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュリ
ティの仕組みを持っていますので、無線LAN製品のセキュリティに関する設定を行って製品
を使用することで、その問題が発生する可能性は少なくなります。
無線LAN製品は、購入直後の状態においては、セキュリティに関する設定が施されていない
場合があります。
従って、お客様がセキュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、無線LANカードや
無線アクセスポイントをご使用になる前に、必ず無線LAN製品のセキュリティに関するすべ
ての設定をマニュアルに従って行ってください。
なお、無線LANの仕様上、特殊な方法によりセキュリティ設定が破られることもあり得ます
ので、ご理解の上、ご使用ください。
※ セキュリティ対策を施さず、あるいは、無線LAN の仕様上やむを得ない事情によりセ
キュリティの問題が発生してしまった場合、弊社は、これによって生じた損害に対する責
任を負いかねます。

セキュリティの設定などについて、お客様ご自身で対処できない場合には、エプソンイン
フォメーションセンターまでお問い合わせください。
弊社では、お客様がセキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理解した上
で、お客様自身の判断と責任においてセキュリティに関する設定を行い、製品を使用すること
をお勧めします。

製品をお使いいただく前に

• 本製品を安全にお使いいただくために、製品をお使いになる前には必ず本書および同梱品の取扱説明書をお読みください。
• 本書および同梱品の取扱説明書は、製品の不明点をいつでも解決できるように、手元においてください。
• 本書および同梱品の取扱説明書では、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、危険を伴う操作・お取り扱いについて、次の記号で警告表示を行ってい
ます。内容をよくご確認の上で本文をお読みください。

abc
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷
を負う可能性が想定される内容を示しています。

ade
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能
性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を
示しています。

この記号は、してはいけない行
為（禁止行為）を示しています。

この記号は、分解禁止を示して
います。

この記号は、濡れた手で製品に触
れることの禁止を示しています。

この記号は、製品が水に濡れるこ
との禁止を示しています。

この記号は、電源プラグをコン
セントから抜くことを示してい
ます。

安全上のご注意
abc

煙が出たり、変なにおいや音がするなど異常状態のまま使用しないでください。
感電・火災の原因となります。 すぐに本製品または接続したプリンタ/複合機の電源
プラグをコンセントから抜いて、販売店またはエプソンの修理窓口にご相談くださ
い。 お客様による修理は危険ですので絶対にしないでください。

異物や水などの液体が内部に入った場合は、そのまま使用しないでください。
感電・火災の原因となります。すぐに電源プラグをコンセントから抜いて、販売店
またはエプソンの修理窓口にご相談ください。

（取扱説明書で指示されている以外の）分解や改造はしないでください。
けがや感電・火災の原因となります。

濡れた手で本製品のACアダプタを抜き差ししないでください。
感電の原因となります。

電源プラグの取り扱いには注意してください。
取り扱いを誤ると火災の原因となります。
•電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない
•電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む

表示されている電源（AC100V）以外は使用しないでください。
指定外の電源を使うと、感電・火災の原因となります。

電源コードのたこ足配線はしないでください。
発熱し、火災の原因となります。家庭用コンセント（AC100V）から電源を直接取っ
てください。

同梱品の電源コード以外の電源コードは使用しないでください。また、同梱品の電
源コードを、他の機器に使用しないでください。
感電・火災の原因となります。

破損した電源コードを使用しないでください。
感電・火災の原因となります。
電源コードが破損したら、販売店または修理窓口にご相談ください。
電源コードを取り扱う際は、次の点を守ってください。
•電源コードを加工しない
•電源コードに重い物を載せない
•無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしない
•熱器具の近くに配線しない

abc
ACアダプタの取り扱いには注意してください。
取り扱いを誤ると感電・火災・発煙・発火の原因となります。
• ACアダプタを布団などで覆った状態で使用しないでください。
•同梱品のACアダプタは本製品専用です。他の機器に使用しないでください。
•本製品に同梱品のACアダプタ以外を使用しないでください。
•電源コードやACアダプタを吊り下げないでください。
•電源コードやACアダプタのコネクタにクリップなどの金属性のものを接触させな
いでください。

電源プラグは定期的にコンセントから抜いて、刃の根元、および刃と刃の間を清掃し
てください。
電源プラグを長期間コンセントに差したままにしておくと、電源プラグの刃の根元に
ホコリが付着し、ショートして火災の原因となるおそれがあります。

ade
小さなお子さまの手の届く所や不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた所など）、他
の機器の振動が伝わる所などには設置、保管しないでください。
落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。

湿気やホコリの多い場所、水に濡れやすい場所に設置しないでください。
感電・火災・本製品の動作不良や故障につながるおそれがあります。

本製品の上に乗ったり、重いものを置かないでください。
特に、小さなお子さまのいる家庭ではご注意ください。倒れたり、壊れたりしてけが
をするおそれがあります。

長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜いて
ください。

各種コード（ケーブル）は、取扱説明書で指示されている以外の配線をしないでくだ
さい。
配線を誤ると、故障や火災のおそれがあります。

電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてください。
電源コードを引っ張ると、コードが傷付いて、火災や感電の原因となることがあります。

AC アダプタが汚れたときは、乾燥した布または水をつけて固くしぼった布でふき
取ってください。この際、電源コードをコンセントから取り外してください。
シンナー、ベンジン、アルコールなどの揮発性製品は絶対に使用しないでください。

ACアダプタには電源スイッチがついていません。
万一接続機器側で異常が発生した場合は、すぐに電源コードを抜いて、お買い求めの
販売店、またはエプソン修理センターにご連絡ください。

本製品とコンピュータ（または他の機器）をUSBケーブルで接続するときは、コネ
クタの向きを間違えないように注意してください。
USBケーブルのコネクタには向きがあります。本製品側およびコンピュータ（または
他の機器）側の双方ともに、向きを間違えてコネクタを接続すると、接続した双方の
機器が故障するおそれがあります。

本製品の不具合に起因する付随的損害について

万一、本製品（同梱品のソフトウェアなども含みます）の不具合によって所期の結

果が得られなかったとしても、そのことから生じた付随的な損害（本製品を使用す

るために要した諸費用、および本製品を使用することにより得られたであろう利益

の喪失など）は、補償いたしかねます。



改訂履歴 
RevisionRevisionRevisionRevision    改訂内容改訂内容改訂内容改訂内容    日付日付日付日付    

00 ALL 新規 2004/01/21 

主な変更点 

・ 表面レイアウトの変更 

・ 同梱品の構成変更による記載追加と削除 

・ マニュアルコードのバーコード化 

「住所組み」と「同梱品について」の掲載位置入れ替え 

「簡単セットアップガイド」の Macintosh版を一枚に集約 

01 

表面 

マニュアルコードをバーコードに変更 

2004/10/14 

 


